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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年9月18日(2014.9.18)

【公開番号】特開2013-41890(P2013-41890A)
【公開日】平成25年2月28日(2013.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-010
【出願番号】特願2011-176333(P2011-176333)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  27/146    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/369    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/374    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/357    (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  27/14    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/335   ６９０　
   Ｈ０４Ｎ   5/335   ７４０　
   Ｈ０４Ｎ   5/335   ５７０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月6日(2014.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、複数の画素を有する本発明の撮像素子は、各画素が、前記
撮像素子より被写体よりに配置された光学系の異なる射出瞳領域を通過した複数の光束を
それぞれ受光して電荷を蓄積する複数の光電変換部と、前記複数の光電変換部の間を分離
する分離領域と、前記分離領域の電位を、複数の電位のいずれかに選択的に設定する設定
手段とを有し、前記複数の光電変換部から、蓄積された電荷に応じた信号を独立に読み出
し可能であり、前記複数の電位は、前記複数の画素間を分離する分離領域の電位を基準電
位とした場合に、前記基準電位よりも高い第１電位と、前記基準電位よりも低い第２電位
と、前記基準電位と前記第１電位との間の第３電位とを含むことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、複数の画素を有する本発明の撮像素子は、各画素が、前記撮像素子より被写体よ
りに配置された光学系の異なる射出瞳領域を通過した複数の光束をそれぞれ受光して電荷
を蓄積する複数の光電変換部と、前記複数の光電変換部の間を分離する第１の分離領域と
、前記各画素と、該画素に隣接する画素との間を分離する第２の分離領域とを有し、前記
第１の分離領域の電位が前記第２の分離領域の電位よりも高く、且つ、前記複数の光電変
換部のリセット電位よりも低く、前記複数の光電変換部から、蓄積された電荷に応じた信
号を独立に読み出し可能であることを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、上記いずれかの構成を有する撮像素子と、前記複数の光電
変換部から独立に読み出された電荷に基づく信号を用いて、位相差方式の焦点検出を行う
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焦点検出手段とを有し、前記焦点検出手段は、前記複数の光電変換部の少なくともいずれ
かが飽和している場合に、該光電変換部を含む画素の複数の光電変換部から読み出された
信号を、前記焦点検出に用いないことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　図９において、期間Ｔ１は、ＰＤ２０３のリセット期間であり、転送パルス信号φＴＸ
１、リセットパルス信号φＲＥＳが印加されて、ＰＤ２０３はリセット電位ＶＤＤにリセ
ットされる。期間Ｔ２は、ＰＤ２０４のリセット期間であり、転送パルス信号φＴＸ２、
リセットパルス信号φＲＥＳが印加されて、ＰＤ２０４はリセット電位ＶＤＤにリセット
される。なお、図９に示す例では、φＰＤには常にＭレベルの電圧が印加されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　図１１は、上述した撮像素子を有する撮像装置の概略構成を示すブロック図である。図
１１において、１１０１はフォーカスレンズを含み、更にはズームレンズ、絞りなどで構
成される光学系、１１０２は、後述するＡＦ制御部１１０９から出力される光学系駆動情
報に応じて光学系１１０１を制御信号により制御する光学系駆動部である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を有する撮像素子であって、各画素が、
　　前記撮像素子より被写体よりに配置された光学系の異なる射出瞳領域を通過した複数
の光束をそれぞれ受光して電荷を蓄積する複数の光電変換部と、
　　前記複数の光電変換部の間を分離する分離領域と、
　　前記分離領域の電位を、複数の電位のいずれかに選択的に設定する設定手段とを有し
、
　前記複数の光電変換部から、蓄積された電荷に応じた信号を独立に読み出し可能であり
、前記複数の電位は、前記複数の画素間を分離する分離領域の電位を基準電位とした場合
に、前記基準電位よりも高い第１電位と、前記基準電位よりも低い第２電位と、前記基準
電位と前記第１電位との間の第３電位とを含むことを特徴とする撮像素子。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記複数の光電変換部をリセットする間は前記第１電位に設定し、前
記複数の光電変換部に電荷蓄積中は前記第３電位に設定し、前記複数の光電変換部から信
号を読み出す間は前記第２電位に設定することを特徴とする請求項１に記載の撮像素子。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記複数の光電変換部の電荷蓄積中に前記第１電位に設定することを
特徴とする請求項１に記載の撮像素子。
【請求項４】
　複数の画素を有する撮像素子であって、各画素が、
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　　前記撮像素子より被写体よりに配置された光学系の異なる射出瞳領域を通過した複数
の光束をそれぞれ受光して電荷を蓄積する複数の光電変換部と、
　　前記複数の光電変換部の間を分離する第１の分離領域と、
　　前記各画素と、該画素に隣接する画素との間を分離する第２の分離領域とを有し、
　前記第１の分離領域の電位が前記第２の分離領域の電位よりも高く、且つ、前記複数の
光電変換部のリセット電位よりも低く、
　前記複数の光電変換部から、蓄積された電荷に応じた信号を独立に読み出し可能である
ことを特徴とする撮像素子。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像素子と、
　前記複数の光電変換部から独立に読み出された電荷に基づく信号を用いて、位相差方式
の焦点検出を行う焦点検出手段とを有し、
　前記焦点検出手段は、前記複数の光電変換部の少なくともいずれかが飽和している場合
に、該光電変換部を含む画素の複数の光電変換部から読み出された信号を、前記焦点検出
に用いないことを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　前記複数の光電変換部から読み出された信号を画素毎に加算して、画像信号を生成する
生成手段を更に有することを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
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